
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 茨城県 】 

学校名【 潮来市立潮来第二中学校 】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅲ ･ Ⅳ  

２ 実施対象者 

 （学年･人数） 
潮来市立潮来第二中学校 全校生徒１６３名 

第１学年５９名 第２学年５５名 第３学年４９名 

保護者約２０名 教育関係者３名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（学級活動，道徳，総合的な学習時間） 

② 行事名（年中夢求プロジェクト） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

（ねらい） 

○ オリンピック・パラリンピックの特徴や発展について学び，あ

きらめないことの大切さや，限界に挑戦することの尊さ，工夫

をすればできることが増えるという心を育む。 

○ オリンピアン・パラリンピアンとの交流を通して，夢をもつこ

とには，困難を乗り越えることができたり，大きな喜びを感じ

ることができたり，人の心を揺さぶることができたりするとい

った大きな力があることを理解するとともに，自身の夢を育む。 

○ パラリンピック大会の目的である共生社会の構築，「誰もが受け

入れられる社会をつくるにはどうすればよいか，自分たちに何

ができるのか」について考えるきっかけとする。 

５ 取組内容 １ 年中夢求プロジェクトの実施について生徒へ周知 

 

本校の目指す生徒像 

「夢に向かって志を立てて頑張れる生徒」 

 

５月の生徒総会の時に，校長より目指す 

生徒像が発表され，生徒会からは生徒会ス 

ローガン「錦上添花～今までのよき伝統の 

上にさらによい伝統を～」という趣旨が発 

表された。ここから，夢を追い求める「年 

中夢求プロジェクト」がスタートした。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

２ 事前学習資料「I’m POSSIBLE」を活用した学級活動・道徳 

  事前学習として，各学級で 

「I’m POSSIBLE」を活用 

した授業を実施した。オリン 

ピック・パラリンピックの特 

徴や発展について学び，あき 

らめないことの大切さや，限 

界に挑戦することの尊さ，工 

夫すればできることが増える 

ことの基礎を学んだ。 

 

３ 学級活動による「ボッチャ体験」「シッティングバレーの体験」 

  学級活動や道徳の授業で学 

んだ内容を基に，「ボッチャ体    

験」や「シッティングバレー 

体験」を行い，実際の活動を 

通して，今までの学習と体験 

を結びつける活動を行った。 

生徒は楽しみながら，誰もが 

活動できるためのルールや工 

夫点を学び，共生社会につい 

ての礎を養うことができた。 

 

４ パラリンピアンによる講話 

  元車いすラグビー日本代表で現コーチの三阪洋行氏に「パラスポ

ーツの可能性～パラリン

ピックが教えてくれたこ

と～」の演題で講演をいた

だいた。 

  講演では「夢をもって  

行動することの意味を伝  

えたい。」という三阪選手 

の強い思いを伝えていた 

だいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 各学級における推進プロジェクト事後学習 

  どの活動においても振 

り返りの活動を重視した。  

振り返りカードに自分自 

身の気持ちが表現しやす 

いように工夫するだけで 

はなく，今後の日常生活 

にどのように繋げていく 

かを大切にするようにし 

た。また，カードは全教 

室後方の個人フォルダに 

掲示し，級友と共有でき 

るようにした。 

 

６ 主な成果 

 

・普段はメディアの中の一流の著名人にふれることで，一流と呼ばれ

る方々の「生き方」のエッセンスを知ることができた。 

・講演会等での「夢を大切にし，あきらめずに努力すること，出会い

とターニングポイントのエピソード」は中学生を感化させ，夢や目

標へ向かわせるエネルギーを与えるには十分であった。 

・講演会等だけではなく，学級活動や道徳の授業，校内環境の整備な

ど「目に見えるものだけではない効果」をもたらすことを実感する

ことができた。 

７ 実践において 

工夫した点 

（事業の特色） 

・本校の組織目標や目指す生徒像を意識し，具現化する活動とリンク 

した内容にした。 

・オリンピック・パラリンピックをどちらも取り上げることで事業の

目標を達成できる内容にした。 

・事前学習・事後学習を取り入れ，一過性のプロジェクトでなく，年

間を通した取組になるようにした。 

８ 主な課題等 ・一過性のプロジェクトにならないように工夫したつもりであった

が，どちらかというと教師主体の活動になってしまっていた。計画

や実働をできるだけ生徒が主導できるようになれば，さらに生徒に

とって意味深い活動になると考える。 

・保護者や地域にさらに周知することで，この活動に深みや広がりを 

もたせられると思う。深みや広がりが一過性のプロジェクトになら

ない機会や印象を深めるチャンスになると考える。広報活動や事前

準備などＰＴＡや地域施設などとも協働することは非常に有意義

になると思う。 

９ 来年度以降の 

実施予定 

 ２０２０東京オリンピック・パラリンピックの開催を通して，今回

学習した内容をベースとし，関連する学習内容とリンクしていく。 

 


